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研究成果の概要（和文）：周術期の急性期疼痛と睡眠状態、機能回復について研究を行った。周術期の疼痛が強
いほど、鎮痛薬必要量が多くなり、睡眠状態が悪化することが確認された。手術の侵襲度の程度で比較すると、
低侵襲の方で疼痛が小さく、機能回復は優れていたが、睡眠状態に違いはなかった。質問紙票を用いた調査で
は、睡眠状態に影響する因子としては精神的状態や環境要因の影響も考慮する必要があることが示唆された。前
向きランダム化介入研究を行い、疼痛が小さいほうが鎮痛薬の使用量が少なく、睡眠状態が良好であり、術後の
機能回復に優れていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated acute pain, sleep status, and functional recovery 
during the perioperative period. It was confirmed that the greater the perioperative pain, the 
greater the amount of analgesic consumption and the worse the sleep status. The less invasive 
surgery resulted less pain and better functional recovery, but there were no differences in sleep 
status compared to the more invasive surgery. Questionnaire surveys suggested that it is necessary 
to consider the influence of mental status and environmental factors as factors that affect sleep 
status. A randomized controlled trial revealed that those with less pain used less amount of 
consumption of analgesics, had better sleep status, and had superior postoperative functional 
recovery.

研究分野： 整形外科
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
術後疼痛は睡眠障害を招き、睡眠障害は疼痛を増強するが、これまで術後疼痛と睡眠状態について評価した研究
は少ない。本研究では複合的術後鎮痛法を用いた術後疼痛患者の疼痛および睡眠の程度と状態・睡眠の質の実際
を調査した。術後疼痛が強いと睡眠の質は低下し、機能回復が遅れることを明らかとした。術後疼痛は睡眠障害
を引き起こし、肉体的・精神的疲労が引き起こされ、リハビリテーションが妨げられる。入院中のQOLは低下す
る。加えて入院期間が延長すれば、医療費の増加や社会生産性の低下などの損失を生み出す可能性があり、睡眠
状態を考慮した適切な術後疼痛の管理方法を確立することが重要であることを示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
疼痛は第５のバイタルサインとされ、様々な鎮痛対策が取られるようになってきた。術後疼痛

に対する鎮痛法として種々の投与経路、薬物および投与方法を組み合わせた複合的術後鎮痛法
(multimodal analgesia)である。これは複数の薬物を組み合わせることで鎮痛効果が高くなり、
さらにそれぞれの薬物投与量を減らすことが可能となり、副作用を軽減し安全性を向上するこ
とができるとされる。 
術後疼痛は睡眠障害を引き起こし、睡眠障害は疼痛を増強する。この悪循環が生じると肉体

的・精神的疲労が引き起こされ、リハビリテーションが妨げられる。入院中の QOL は低下し、
さらに入院期間が延長することとなれば、医療費の増加・社会生産性の低下といった経済損失を
生み出す可能性がある。 
現在まで慢性疼痛における睡眠障害では、身体的あるいは精神的側面からの研究がなされて

きたが、一方、急性疼痛における睡眠障害に対しては注目されてこなかった。本研究では術後急
性期疼痛と睡眠状態、術後の機能回復の関連を調査することを目的とした。本研究により、鎮痛
とともに良好な睡眠状態をえることができる方法を探索する。このことは早期離床・リハビリテ
ーションの促進・社会復帰の促進へとつながる可能性があると考えた。 
 
２．研究の目的 
術後急性期疼痛と睡眠状態、術後の機能回復の関連を調査することを目的とした。 

 術後疼痛は睡眠障害を招き、睡眠障害は疼痛そのものを増強する。また、術後鎮痛に用いられ
るオピオイドは睡眠に影響を与える。本研究では術後睡眠に対する影響を考慮した適切な術後
疼痛の管理方法を確立するための方法を探索した。 
 
３．研究の方法 
① 複合的術後鎮痛法(multi-modal analgesia）を用いた術後疼痛患者の疼痛および睡眠・機能
回復を調査した。 
② 無作為化・並行群間比較試験を遂行した。 
③ 手術侵襲の違いによる疼痛の程度・睡眠状態を分析し、疼痛が睡眠に及ぼす影響を調査した。 
④ 睡眠状態の患者による評価として質問紙票を用いて分析を行った。 
 
４．研究成果 
① 複合的術後鎮痛法(multi-modal analgesia）を用いた術後疼痛患者の疼痛および睡眠・機能
回復を調査した。疼痛は術後１日目に最も強く、睡眠スコアは術後１日目に最も悪かった。その
後疼痛は徐々に軽減し、睡眠スコアは徐々に改善しており、疼痛の程度と睡眠状態は双方向性の
関係を示すことが明らかとなった。手術当日の睡眠周期は短く、深睡眠潜時は短く、夜間覚醒は
少なかった。ノンレム睡眠の割合は入院当日に最も大きかった。術後はノンレム睡眠の割合は減
少し、レム睡眠の割合が増加した。手術当日の夜間体動頻度は少なかった。睡眠効率は手術当日
が最もよかった。 

 
 

 



 
② 術後早期の鎮痛薬投与が鎮痛薬使用量、機能回復、睡眠状態に与える影響を明らかとするた
め無作為化・並行群間比較試験を遂行した。鎮痛薬の早期投与により、疼痛と鎮痛薬使用量は減
少した。早期鎮痛薬投与により機能回復は良好であった。睡眠状態では夜間覚醒と体動頻度が減
少し、睡眠効率が増加した。 
 

 
③ 手術侵襲の違いによる疼痛の程度・睡眠状態を分析し、疼痛が睡眠に及ぼす影響を調査した。
侵襲が小さいと考えられている単顆人工関節とより侵襲の大きいとされる全人工関節置換術の
疼痛と鎮痛薬消費量、機能回復、睡眠状態について調査した。単顆人工関節の方が術後疼痛は小
さく、鎮痛薬消費量は少なかった。機能回復は単顆人工関節で良好であった。新種の違いによる
睡眠状態の違いは認められなかった。 
 

 
④ 睡眠状態の患者による評価として質問紙票を用いて分析を行った。患者の自覚としては入
院時には主に手術に対する心配や入院環境による睡眠障害を訴えることが多かった。術後は疼
痛やしびれが睡眠障害の原因であるとの回答が多かった。睡眠スコアは入院時に低く、その後上
昇傾向にあった。睡眠効率は術後１日で最も高く、その後は漸減しており、疼痛と比べて双方向
性の関係が示唆された。 



睡眠管理を含めた複合的周術期疼痛管理戦略の構築に向けて,人工膝関節置換術における鎮痛
薬の投与が睡眠におよぼす影響を調査・報告した。術後早期に鎮痛薬を投与することで中途覚醒
時間が短縮し、体動頻度が減少し、睡眠効率が改善した。疼痛の改善が睡眠に影響を及ぼし、リ
ハビリテーションの促進につながるものと考えられた。 
人工膝関節置換術後に良好な睡眠がとれるとリハビリテーションが促進し、機能回復が促進

されるかどうかを調査・検討した。効果的な鎮痛薬投与により睡眠状態は改善し、術後早期に関
節可動域を獲得することができた。周術期の鎮痛方法、睡眠状況がリハビリテーションを促進さ
せ、最終的に入院期間の短縮・早期社会復帰へとつながるのではないかと考えられた。 
脊椎手術では術後体動などの制限が比較的厳しいが、上肢手術では上肢以外の体動は比較的

許容されるため、睡眠状態や患者満足度が手術により異なるのではないかと考え、整形外科にお
ける手術の種類によって睡眠状態が影響を受けるかどうかを調査した。結果は各領域の手術間
による睡眠状態の違いは認められなかった。質問紙調査によると手術に対する不安のほか、自宅
環境と異なること、術後のモニター音などの周囲環境の変化、疼痛により、満足した睡眠がとり
づらかったとの回答が多く、術後の体動制限が睡眠状態に及ぼす影響は小さいことが示唆され
た。症例数が少なく、今後さらなる症例の蓄積が必要と考えられる。 
 

これまで、周術期の疼痛に対して多くの対策が取られてきたが、睡眠に対する関心は取られてこ
なかった。良好な睡眠は疼痛を軽減し、機能回復を促進させる可能性がある。睡眠管理を含めた
複合的周術期疼痛管理戦略の構築は、期離床・リハビリテーションを促進し、入院期間の短縮・
早期社会復帰へとつながる可能性が大きいと考えられた。 
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